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(57)【要約】
【課題】本発明は、カラーキャスト問題を抑えられる液
晶パネルの駆動方法を提供する。
【解決手段】
本発明は、それぞれが少なくとも緑色サブ画素及び青色
サブ画素からなる複数の画素ユニットを備える液晶パネ
ルを提供する手順と、液晶パネルを、隣接する第一画素
ユニット及び第二画素ユニットからなる複数の表示ユニ
ットに分割する手順と、表示ユニットに必要な青色サブ
画素及び緑色サブ画素のグレースケール値Ｂ及びＧを、
グレースケール値ＢＨ及びＢＬと、グレースケール値Ｇ
Ｈ及びＧＬの組み合わせに分割し、それぞれを、第一画
素ユニットおよび第二画素ユニットに提供する手順と、
からなる。前記の組み合わせにより、表示ユニットの青
色サブ画素及び緑色サブ画素の斜視角度における輝度曲
線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけることがで
きる。その内、γ＝１．８～２．４である。本発明は、
また、前記駆動方法を採用して駆動させる液晶パネルを
提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルの駆動方法であって、
　前記駆動方法は、
各画素ユニットが少なくとも緑色サブ画素及び青色サブ画素からなる複数の画素ユニット
を備える液晶パネルを提供する手順と、
前記液晶パネルを、隣接する第一画素ユニット及び第二画素ユニットからなる複数の表示
ユニットに分割する手順と、
　前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについては、前記第一画
素ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＨを提供し、前記第二画素ユニット内
の青色サブ画素にグレースケール値ＢＬを提供する手順と、
　前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについては、前記第一画
素ユニット内の緑色サブ画素にグレースケール値ＧＨを提供し、前記第二画素ユニット内
の緑色サブ画素にグレースケール値ＧＬを提供する手順と、からなり、
そのうち、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせにより、前記表示ユニットの青色
サブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけることが
でき、
さらに、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせにより、前記表示ユニットの緑色サ
ブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけることがで
き、そのうち、γ＝１．８～２．４である、ことを特徴とする液晶パネルの駆動方法。
【請求項２】
　グレースケール値Ｂを、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせに分割する手順は
、具体的にＳ１０１、Ｓ１０２、Ｓ１０３、Ｓ１０４、Ｓ１０５からなり、
Ｓ１０１は、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖαＢ０を得る手順であり、
Ｓ１０２は、前記液晶パネルの青色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ０を得る手順であり、
Ｓ１０３は、

【数１３】

に基づき計算し、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおける理
論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及びＢ－ＬｖβＢを得る手順であ
り、
Ｓ１０４は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについて、第
一画素ユニット内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＨと、第二画素ユニッ
ト内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＬに、以下の関係式
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【数１４】

を満たさせる手順であり、
そのうち、ｙ１は最小値をとり、ＬｖαＢ及びＬｖβＢの値は、関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及
びＢ－ＬｖβＢから求められ、Ｌｖα（ＢＨ）及びＬｖα（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－Ｌ
ｖαＢ０から求められ、Ｌｖβ（ＢＨ）及びＬｖβ（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ

０から求められ、
Ｓ１０５は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素の各グレースケール値Ｂについて、
手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせを得
て、前記液晶パネルの青色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴを新たに
設定する手順である、ことを特徴とする、請求項１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項３】
　グレースケール値Ｇを、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせに分割する手順は
、具体的に、Ｓ２０１、Ｓ２０２、Ｓ２０３、Ｓ２０４、Ｓ２０５からなり、
Ｓ２０１は、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖαＧ０を得る手順であり、
Ｓ２０２は、前記液晶面パネルの緑色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレ
ースケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ０を得る手順であり、
Ｓ２０３は、
【数１５】

　に基づき計算し、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおける
理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ及びＧ－ＬｖβＧを得る手順で
あり、
Ｓ２０４は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについて、第
一画素ユニット内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＨと、第二画素ユニッ
ト内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＬに以下の関係式
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【数１６】

　を満たさせる手順であり、
そのうち、ｙ２は最小値をとり、ＬｖαＧ及びＬｖβＧの値は、関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ及
びＧ－ＬｖβＧから求められ、Ｌｖα（ＧＨ）及びＬｖα（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－Ｌ
ｖαＧ０から求められ、Ｌｖβ（ＧＨ）及びＬｖβ（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ

０から求められ、
　Ｓ２０５は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素の各グレースケール値Ｇについて
、手順Ｓ２０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせを
得て、前記液晶パネルの緑色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴを新た
に設定する手順である、ことを特徴とする、請求項２に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項４】
　前記正視角度αは、０°であり、前記斜視角度βは、３０～８０°であることを特徴と
する、請求項３に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項５】
　前記斜視角度βは６０°であることを特徴とする、請求項４に記載の液晶パネルの駆動
方法。
【請求項６】
　前記画素ユニットは、さらに、赤色サブ画素を備え、青色サブ画素及び緑色サブ画素の
データパラメータを新たに設定した時、赤色サブ画素データ信号は不変を維持する、こと
を特徴とする、請求項１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項７】
　前記液晶パネルは、さらに、ゲートドライバ及びソースドライバを備え、前記ゲートド
ライバは、複数本の走査線によって前記画素ユニットに走査信号を提供し、前記ソースド
ライバは、複数本のデータ線によって前記画素ユニットにデータ信号を提供することを特
徴とする、請求項１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項８】
　前記液晶パネルのグレースケールは、０～２５５の２５６個のグレースケールからなる
ことを特徴とする、請求項１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項９】
　前記所定のＧａｍｍａ（γ）曲線では、γ＝２．２であることを特徴とする、請求項１
に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１０】
　前記所定のＧａｍｍａ（γ）曲線では、γ＝２．２であることを特徴とする、請求項３
に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１１】
　ゲートドライバと、ソースドライバと、画素ユニットと、からなる液晶パネルであって
、
各画素ユニットは少なくとも青色サブ画素からなり、前記ゲートドライバは、複数本の走
査線によって前記画素ユニットに走査信号を提供し、前記ソースドライバは、複数本のデ
ータ線によって前記画素ユニットにデータ信号を提供し、
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　その内、前記液晶パネルの駆動方法は、
前記液晶パネルを、隣接する第一画素ユニット及び第二画素ユニットからなる複数の表示
ユニットに分割する手順と、
前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについては、前記第一画素
ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＨを提供し、前記第二画素ユニット内の
青色サブ画素にグレースケール値ＢＬを提供する手順と、
前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについては、前記第一画素
ユニット内の緑色サブ画素にグレースケール値ＧＨを提供し、前記第二画素ユニット内の
緑色サブ画素にグレースケール値ＧＬを提供する手順と、からなり、
　そのうち、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせによって、前記表示ユニットの
青色サブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけるこ
とができ、
さらに、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせによって、前記表示ユニットの緑色
サブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけることが
でき、
　そのうち、γ＝１．８～２．４であることを特徴とする、液晶パネルの駆動方法。
【請求項１２】
　グレースケール値Ｂを、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせに分割する手順は
、具体的に、Ｓ１０１、Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０４，Ｓ１０５からなり、　
Ｓ１０１は、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖαＢ０を得る手順であり、
Ｓ１０２は、前記液晶パネルの青色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ０を得る手順であり、
Ｓ１０３は、
【数１７】

　に基づいて計算し、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおけ
る理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及びＢ－ＬｖβＢを得る手順
であり、
Ｓ１０４は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについて、第
一画素ユニット内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＨと、第二画素ユニッ
ト内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＬに、以下の関係式

【数１８】

を満たさせる手順であり、
そのうち、ｙ１は最小値をとり、ＬｖαＢ及びＬｖβＢの値は、関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及
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びＢ－ＬｖβＢから求められ、Ｌｖα（ＢＨ）及びＬｖα（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－Ｌ
ｖαＢ０から求められ、Ｌｖβ（ＢＨ）及びＬｖβ（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ

０から求められ、
　Ｓ１０５は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素の各グレースケール値Ｂについて
、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせを
得て、前記液晶パネルの青色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴを、新
たに設定する手順であることを特徴とする、請求項１１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１３】
　グレースケール値Ｇを、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせに分割する手順は
、具体的に、Ｓ２０１、Ｓ２０２，Ｓ２０３，Ｓ２０４，Ｓ２０５からなり、　
Ｓ２０１は、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖαＧ０を得る手順であり、
Ｓ２０２は、前記液晶パネルの緑色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレー
スケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ０を得る手順であり、
Ｓ２０３は、
【数１９】

　に基づいて計算し、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおけ
る理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ及びＧ－ＬｖβＧを得る手順
であり、
Ｓ２０４は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについて、第
一画素ユニット内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＨと、第二画素ユニッ
ト内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＬに、以下の関係式
【数２０】

を満たさせる手順であり、
そのうち、ｙ２は最小値をとり、ＬｖαＧ及びＬｖβＧの値は、関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ及
びＧ－ＬｖβＧから求められ、Ｌｖα（ＧＨ）及びＬｖα（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－Ｌ
ｖαＧ０から求められ、Ｌｖβ（ＧＨ）及びＬｖβ（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ

０求められ、
Ｓ２０５は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素の各グレースケール値Ｇについて、
手順Ｓ２０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせを得
て、前記液晶パネルの緑色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴを、新た
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に設定する手順であることを特徴とする、請求項１２に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１４】
　前記正視角度αは０°であり、前記斜視角度βは３０～８０°であることを特徴とする
、請求項１３に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１５】
　前記斜視角度βは６０°であることを特徴とする、請求項１４に記載の液晶パネルの駆
動方法。
【請求項１６】
　前記画素ユニットは、さらに、赤色サブ画素を備え、青色サブ画素及び緑色サブ画素の
データパラメータを新たに設定した時、赤色サブ画素のデータ信号は不変を維持すること
を特徴とする、請求項１１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１７】
　前記液晶パネルは、さらに、ゲートドライバ及びソースドライバからなり、前記ゲート
ドライバは、複数本の走査線によって前記画素ユニットに走査信号を提供し、前記ソース
ドライバは、複数本のデータ線によって前記画素ユニットにデータ信号を提供することを
特徴とする、請求項１１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１８】
　前記液晶パネルのグレースケールは、０～２５５の２５６個のグレースケールからなる
ことを特徴とする、請求項１１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項１９】
　前記所定のＧａｍｍａ（γ）曲線では、γ＝２．２であることを特徴とする、請求項１
１に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項２０】
　前記所定のＧａｍｍａ（γ）曲線では、γ＝２．２であることを特徴とする、請求項１
３に記載の液晶パネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイ技術に関し、特に、液晶パネル及びその駆動方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイは、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）とも
呼ばれ、超薄型の平面ディスプレイ装置、一定数のカラーまたはモノクロ画素からなり、
光源または反射板の前方に配置される。液晶ディスプレイは、低消費電力であり、且つ、
高画質で、場所をとらず、重さも軽いといった特色を備えているため、いっそう人気を博
しており、ディスプレイの主流となっている。液晶ディスプレイはすでに各種電子製品に
おいて広く使用されており、例えば、ディスプレイ画面を備えたコンピューター装置や、
携帯電話、あるいはデジタルフォトフレームなど、広視野角の技術は、現在液晶ディスプ
レイの開発の重点の一つになっている。しかしながら、側面または斜めから見る視野角が
大き過ぎると、広視野角の液晶ディスプレイは、よくカラーキャスト（ｃｏｌｏｒ　ｓｈ
ｉｆｔ）現象が発生する。
【０００３】
　広視野角の液晶ディスプレイに発生するカラーキャスト現象の問題に関しては、現在業
界内で２Ｄ１Ｇ技術を用いて改善するようになった。２Ｄ１Ｇ技術とは、液晶パネルのう
ち、各画素ユニット（ｐｉｘｅｌ）を面積の異なるメイン画素領域（Ｍａｉｎ　ｐｉｘｅ
ｌ）及びサブ画素領域（Ｓｕｂ　ｐｉｘｅｌ）に分け、同じ画素ユニット内のメイン画素
領域及びサブ画素領域を異なるデータ線（Ｄａｔａ　ｌｉｎｅ）及び同じ走査線（Ｇａｔ
ｅ　ｌｉｎｅ）とに接続する技術のことを指す。メイン画素領域及びサブ画素領域に入力
する異なるデータ信号（異なるグレースケール）によって、異なる表示輝度及び斜視輝度
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を作り出し、側面または斜めから見た時に生じるカラーキャストの問題を抑えることがで
きる。ただし、各画素ユニットを、メイン画素領域及びサブ画素領域に分割すると、その
入力データ信号のデータ線の数量が元の二倍になり、これにより、液晶パネルの開口率開
口率が大幅に減り、透過率に影響するため、液晶パネルの表示品質が下がってしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、液晶パネルの駆動方法を変え、従来のＲＧＢ三画素液晶パネル内で２Ｄ１Ｇ
パネルの表示をシミュレーションすることで、側面または斜めから見た時に起こるカラー
キャストの問題を抑えることができる、液晶パネル及びその駆動方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するために、本発明による液晶パネルの駆動方法は、前記液晶パネル
を構成する複数の画素ユニット、各画素ユニットが少なくとも緑色サブ画素及び青色サブ
画素からなる複数の画素ユニットを備える前記液晶パネルを提供する手順と、
前記液晶パネルを、隣接する第一画素ユニット及び第二画素ユニットからなる、複数の表
示ユニットに分割する手順と、からなる。
【０００６】
　また、前記駆動方法は、さらに、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケ
ール値Ｂについては、前記第一画素ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＨを
提供し、前記第二画素ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＬを提供する手順
を備える。そのうち、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせにより、前記表示ユニ
ットの青色サブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づ
けることができる。また、前記駆動方法は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグ
レースケール値Ｇについては、前記第一画素ユニット内の緑色サブ画素にグレースケール
値ＧＨを提供し、前記第二画素ユニット内の緑色サブ画素にグレースケール値ＧＬを提供
する手順を備える。そのうち、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせにより、前記
表示ユニットの緑色サブ画素の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲
線に近づけることができる。そのうち、γ＝１．８～２．４である。
【０００７】
　そのうち、グレースケール値Ｂをグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせに分割す
る手順は、具体的に、Ｓ１０１、Ｓ１０２、Ｓ１０３、Ｓ１０４、Ｓ１０５からなる。
【０００８】
　Ｓ１０１は、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレ
ースケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖαＢ０を得る手順である。
【０００９】
　Ｓ１０２は、前記液晶パネルの青色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレ
ースケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ０を得る手順である。
【００１０】
　Ｓ１０３は、
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【数１】

　に基づいて計算し、前記液晶パネルの青色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおけ
る理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及びＢ－ＬｖβＢを得る手順
である。
【００１１】
　Ｓ１０４は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについて、
第一画素ユニット内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＨと、第二画素ユニ
ット内の青色サブ画素に入力されたグレースケール値ＢＬに、以下の関係式
【数２】

を満たさせる手順である。
【００１２】
　そのうち、ｙ１は最小値をとり、ＬｖαＢ及びＬｖβＢの値は、関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ
及びＢ－ＬｖβＢから求められ、Ｌｖα（ＢＨ）及びＬｖα（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－
ＬｖαＢ０から求められ、Ｌｖβ（ＢＨ）及びＬｖβ（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－Ｌｖβ
Ｂ０から求められる。
【００１３】
　Ｓ１０５は、前記表示ユニットに必要な青色サブ画素の各グレースケール値Ｂについて
、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせを
得て、前記液晶パネル青色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴを、新た
に設定する手順である。
【００１４】
　そのうち、グレースケール値Ｇをグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせに分割す
る手順は、具体的に、Ｓ２０１、Ｓ２０２、Ｓ２０３、Ｓ２０４、Ｓ２０５からなる。　
【００１５】
　Ｓ２０１は、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度αにおける実際の輝度及びグレ
ースケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖαＧ０を得る手順である。
【００１６】
　Ｓ２０２は、前記液晶パネルの緑色サブ画素の斜視角度βにおける実際の輝度及びグレ
ースケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ０を得る手順である。
【００１７】
　Ｓ２０３は、
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【数３】

　に基づき計算し、前記液晶パネルの緑色サブ画素の正視角度α及び斜視角度βにおける
理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ及びＧ－ＬｖβＧを得る手順で
ある。
【００１８】
　Ｓ２０４は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについて、
第一画素ユニット内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＨと、第二画素ユニ
ット内の緑色サブ画素に入力されたグレースケール値ＧＬに、以下の関係式
【数４】

を満たさせる手順である。
【００１９】
　そのうち、ｙ２は最小値をとり、ＬｖαＧ及びＬｖβＧの値は、関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ
及びＧ－ＬｖβＧから求められ、Ｌｖα（ＧＨ）及びＬｖα（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－
ＬｖαＧ０から求められ、Ｌｖβ（ＧＨ）及びＬｖβ（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－Ｌｖβ
Ｇ０から求められる。
【００２０】
　Ｓ２０５は、前記表示ユニットに必要な緑色サブ画素の各グレースケール値Ｇについて
、手順Ｓ２０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせを
得て、新たに前記液晶パネルの緑色サブ画素についての表示ルックアップテーブルＬＵＴ
を設定する手順である。
【００２１】
　そのうち、前記正視角度αは０°であり、前記斜視角度βは３０～８０°である。
【００２２】
　そのうち、前記斜視角度βは６０°である。
【００２３】
　そのうち、前記画素ユニットは、さらに、赤色サブ画素を備え、青色サブ画素及び緑色
サブ画素のデータパラメータを新たに設定した時、赤色サブ画素のデータ信号は不変を維
持する。
【００２４】
　そのうち、前記液晶パネルは、さらに、ゲートドライバ及びソースドライバを備え、前
記ゲートドライバは複数本の走査線によって前記画素ユニットに走査信号を提供し、前記
ソースドライバは複数本のデータ線によって前記画素ユニットにデータ信号を提供する。
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【００２５】
　そのうち、前記液晶パネルのグレースケールは、０～２５５の２５６個のグレースケー
ルからなる。
【００２６】
　そのうち、前記所定のＧａｍｍａ（γ）曲線では、γ＝２．２である。
【００２７】
　また、本発明は、ゲートドライバと、ソースドライバと、画素ユニットからなる液晶パ
ネルを提供する。前記ゲートドライバは、複数本の走査線によって前記画素ユニットに走
査信号を提供し、前記ソースドライバは、複数本のデータ線によって前記画素ユニットに
データ信号を提供する。そのうち、前記液晶パネルの駆動方法は前記の駆動方法を採用す
る。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明が提供する液晶パネル及びその駆動方法は、従来のＲＧＢ三画素液晶パネル内で
、その駆動方法を変えて、２Ｄ１Ｇパネルの表示をシミュレーションすることで、側面ま
たは斜めから見た時に起こるカラーキャストの問題を抑えるとともに、液晶パネルの開口
率が小さくならず、液晶パネルの表示品質を保障することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施例が提供する液晶パネルの構造の概略図である。
【図２】本発明の実施例が提供する液晶パネル内の表示ユニットを分割した例示図である
。
【図３】本発明の実施例が提供する駆動方法において表示ユニットにデータ信号を提供す
る例示図である。
【図４】。本発明の実施例が提供する液晶パネル内の青色サブ画素及び緑色サブ画素の正
視角度及び斜視角度における実際の輝度曲線図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明の目的、また技術手段及び長所について、以下では、実施例と図を示して、本発
明について詳しく説明する。
【００３１】
　図１を参照する。従来の液晶パネルは主に、複数の画素ユニット５ａ、５ｂを備える表
示エリア１と、ゲートドライバ２と、ソースドライバ３と、からなる。前記ゲートドライ
バ２は、複数本の走査線によって前記画素ユニット５ａ、５ｂに走査信号を提供し、前記
ソースドライバ３は、複数本のデータ線によって前記画素ユニット５ａ、５ｂにデータ信
号を提供する。そのうち、各画素ユニット５ａ及び５ｂは、赤色サブ画素５１と、緑色サ
ブ画素５２と、青色サブ画素５３と、からなる。
【００３２】
　本実施例は、液晶パネルの駆動方法を変えることで、前記の従来のＲＧＢ三画素液晶パ
ネルで、２Ｄ１Ｇパネルの表示をシミュレーションし、側面または斜めから見た場合に起
こるカラーキャストの問題を抑えることを目的とする。
【００３３】
　上記の目的を達成するため、本発明が提供する液晶パネルは、図１及び図２が示すよう
に、まず液晶パネルの表示エリア１を複数の表示ユニット４に分割する。各表示ユニット
４は、隣接する第一画素ユニット５ａと、第二画素ユニット５ｂと、からなる。前記液晶
パネルを駆動する時、表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３のグレースケール値Ｂに
ついては、第一画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３にグレースケール値ＢＨを提供し
、前記第二画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３にグレースケール値ＢＬを提供する。
そのうち、グレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせにより、前記表示ユニットの青色
サブ画素５３の斜視角度における輝度曲線を、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけるこ
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とができる。前記表示ユニット４に必要な緑色サブ画素グレースケール値Ｇについては、
前記第一画素ユニット５ａ内の緑色サブ画素５２にグレースケール値ＧＨを提供し、前記
第二画素ユニット５ｂ内の緑色サブ画素５２にグレースケール値ＧＬを提供する。そのう
ち、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせによって、前記表示ユニットの緑色サブ
画素の斜視角度における輝度曲線を所定のＧａｍｍａ（γ）曲線に近づけることができる
。そのうち、Ｇａｍｍａ（γ）曲線は、実際の液晶パネルの必要に基づいて確定し、γの
値は１．８～２．４とすることができる。図３は表示ユニット４にデータ信号を入力した
例示図である。図３に示すように、表示ユニット４の二つの画素ユニット５ａ及び５ｂに
おいて、青色サブ画素５３のデータパラメータＢＨ及びＢＬを新たに設定した時、及び緑
色サブ画素５２のデータパラメータＧＨ及びＧＬを新たに設定した時、赤色サブ画素５１
のデータ信号Ｒ及びＧは不変を維持する。
【００３４】
　そのうち、前記正視角度αは、０°であり、前記斜視角度βの範囲は、３０～８０°で
ある
【００３５】
　そのうち、図１－３の概略図を参照する。
【００３６】
　（１）グレースケール値Ｂをグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合わせに分割する手
順は、具体的に、Ｓ１０１、Ｓ１０２、Ｓ１０３、Ｓ１０４、Ｓ１０５、Ｓ２０１からな
る。
【００３７】
　Ｓ１０１は、前記液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度αにおける実際の輝度及び
グレースケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖαＢ０を得る手順である。
【００３８】
　Ｓ１０２は、前記液晶パネルの青色サブ画素５３の斜視角度βにおける実際の輝度及び
グレースケールの関係曲線Ｂ０－ＬｖβＢ０を得る手順である。
【００３９】
　Ｓ１０３は、

【数５】

　に基づいて計算し、前記液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度α及び斜視角度βに
おける理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ及びＢ－ＬｖβＢを得る
手順である。
【００４０】
　Ｓ１０４は、前記表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３のグレースケール値Ｂにつ
いて、第一画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３に入力されたグレースケール値ＢＨと
、第二画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３に入力されたグレースケール値ＢＬに、以
下の関係式
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【数６】

を満たさせる手順である。
【００４１】
　そのうち、ｙ１は最小値を取り、ＬｖαＢ及びＬｖβＢの値は、関係曲線Ｂ－ＬｖαＢ
及びＢ－ＬｖβＢから求められ、Ｌｖα（ＢＨ）及びＬｖα（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－
ＬｖαＢ０から求められ、Ｌｖβ（ＢＨ）及びＬｖβ（ＢＬ）は、関係曲線Ｂ０－Ｌｖβ
Ｂ０から求められる。
【００４２】
　Ｓ１０５は、前記表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３の各グレースケール値Ｂに
ついて、手順Ｓ１０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＢＨ及びＢＬの組み合
わせを得て、前記液晶パネル青色サブ画素５３についての表示ルックアップテーブル（Ｌ
ＯＯＫ　ＵＰ　ＴＡＢＬＥ、ＬＵＴ）を、新たに設定する手順である。
【００４３】
　（２）グレースケール値Ｇを、グレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合わせに分割する
手順は、具体的に以下のＳ２０１、Ｓ２０２、Ｓ２０３、Ｓ２０４、Ｓ２０５からなる。
　
【００４４】
　Ｓ２０１は、前記液晶パネルの緑色サブ画素５２の正視角度αにおける実際の輝度及び
グレースケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖαＧ０を得る手順である。
【００４５】
　Ｓ２０２は、前記液晶パネルの緑色サブ画素５２の斜視角度βにおける実際の輝度及び
グレースケールの関係曲線Ｇ０－ＬｖβＧ０を得る手順である。
【００４６】
　Ｓ２０３は、
【数７】

　
　に基づいて計算し、前記液晶パネルの緑色サブ画素５２の正視角度α及び斜視角度βに
おける理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｇ－ＬｖαＧとＧ－ＬｖβＧを得る手
順である。
【００４７】
　Ｓ２０４は、前記表示ユニット４に必要な緑色サブ画素５２のグレースケール値Ｇにつ
いて、第一画素ユニット５ａ内の緑色サブ画素５２に入力されるグレースケール値ＧＨと
、第二画素ユニット５ｂ内の緑色サブ画素５２に入力されるグレースケール値ＧＬに、以
下の関係式
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【数８】

を満たさせる手順である。
【００４８】
　そのうち、ｙ２は最小値を取り、ＬｖαＧ及びＬｖβＧの値は、関係曲線Ｇ－ＬｖαＧ
及びＧ－ＬｖβＧから求められ、Ｌｖα（ＧＨ）及びＬｖα（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－
ＬｖαＧ０から求められ、Ｌｖβ（ＧＨ）及びＬｖβ（ＧＬ）は、関係曲線Ｇ０－Ｌｖβ
Ｇ０から求められる。
【００４９】
　Ｓ２０５は、前記表示ユニット４に必要な緑色サブ画素５２の各グレースケール値Ｇに
ついて、手順Ｓ２０４に基づき、対応する一つのグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組み合
わせを得て、前記液晶パネル緑色サブ画素５２についての表示ルックアップテーブルＬＵ
Ｔを、新たに設定する手順である。
【００５０】
　以下では、所定のＧａｍｍａ（γ）曲線においてγ＝２．２、正視角度α＝０°、斜視
角度β＝６０°を具体的な例とし、グレースケール値Ｂをグレースケール値ＢＨ及びＢＬ
の組み合わせに分割し、また、グレースケール値Ｇをグレースケール値ＧＨ及びＧＬの組
み合わせに分割する具体的な工程について詳しく説明する。
【００５１】
　まず、前記液晶パネルの青色サブ画素５３及び緑色サブ画素５２の正視角度α＝０°に
おける実際の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ０－Ｌｖ０Ｂ０及びＧ０－Ｌｖ０Ｇ０

と、斜視角度β＝６０°における実際の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ０－Ｌｖ６
０Ｂ０及びＧ０－Ｌｖ６０Ｇ０を得る。図４の関係曲線図が示す通りである。そのうち前
記液晶パネルのグレースケールは、０～２５５の２５６個のグレースケールからなる。
【００５２】
　それから、
【数９】

　に基づいて計算し、液晶パネルの青色サブ画素５３の正視角度α＝０°及び斜視角度β
＝６０°における理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｂ－Ｌｖ０Ｂ及びＢ－Ｌｖ
６０Ｂを得る。そのうち、前記公式において、正視角度α＝０°の時、Ｌｖ（２５５）は
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、前記曲線Ｂ０－Ｌｖ０Ｂ０内のＢ０＝２５５に対応する輝度値をとり、斜視角度β＝６
０°時、Ｌｖ（２５５）は、前記曲線Ｂ０－Ｌｖ６０Ｂ０内のＢ０＝２５５に対応する輝
度値をとる。また、
【数１０】

　

　に基づいて計算し、液晶パネルの緑色サブ画素５２の正視角度α＝０°及び斜視角度β
＝６０°における理論上の輝度及びグレースケールの関係曲線Ｇ－Ｌｖ０Ｇ及びＧ－Ｌｖ
６０Ｇを得る。そのうち、前記公式において、正視角度α＝０°の時、Ｌｖ（２５５）は
、前記曲線Ｇ０－Ｌｖ０Ｇ０内のＧ０＝２５５に対応する輝度値をとり、斜視角度β＝６
０°の時、Ｌｖ（２５５）は、前記曲線Ｇ０－Ｌｖ６０Ｇ０内のＧ０＝２５５に対応する
輝度値をとる。
【００５３】
　さらに詳しく説明する。（１）表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３のグレースケ
ール値Ｂ（すなわち、本来第一画素ユニット５ａ及び第二画素ユニット５ｂに入力する必
要がある青色サブ画素５３のグレースケールをいずれもＢとする）を、代替グレースケー
ル値Ｂとすると、第一画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３に入力されたグレースケー
ル値ＢＨと、第二画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３に入力されたグレースケール値
ＢＬは、以下の関係式
【数１１】

を満たす。
【００５４】
　そのうち、必要な青色サブ画素５３のグレースケール値Ｂが確定した時、理論上の輝度
曲線Ｂ－Ｌｖ０Ｂ及びＢ－Ｌｖ６０Ｂから、Ｌｖ０Ｂ及びＬｖ６０Ｂのとる値が求められ
、この時、実際の輝度曲線Ｂ０－Ｌｖ０Ｂ０からＬｖ０（ＢＨ）及びＬｖ０（ＢＬ）が求
められ、実際の輝度曲線Ｂ０－Ｌｖ６０Ｂ０からＬｖ６０（ＢＨ）及びＬｖ６０（ＢＬ）
が求められ、それにより、前記関係式内のｙの取る値が最小になり、対応するグレースケ
ール値ＢＨ及びＢＬが得られる。
【００５５】
　（２）表示ユニット４に必要な緑色サブ画素５２のグレースケール値Ｇ（すなわち、本
来第一画素ユニット５ａ及び第二画素ユニット５ｂに入力する必要がある青色サブ画素５
２のグレースケールをいずれもＧとする）を、代替グレースケール値Ｇとすると、第一画
素ユニット５ａ内の緑色サブ画素５２に入力されたグレースケール値ＧＨと、第二画素ユ
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ニット５ｂ内の緑色サブ画素５２に入力されたグレースケール値ＧＬは、以下の関係式
【数１２】

を満たす。
【００５６】
　そのうち、必要な青色サブ画素５２のグレースケール値Ｇが確定した時、理論上の輝度
曲線Ｇ－Ｌｖ０Ｇ及びＧ－Ｌｖ６０Ｇから、Ｌｖ０Ｇ及びＬｖ６０Ｇの取る値が求められ
、この時、実際の輝度曲線Ｇ０－Ｌｖ０Ｇ０からＬｖ０（ＧＨ）及びＬｖ０（ＧＬ）が求
められ、実際の輝度曲線Ｇ０－Ｌｖ６０Ｇ０から、Ｌｖ６０（ＧＨ）及びＬｖ６０（ＧＬ
）が求められ、それにより、前記関係式内のｙ２の取る値が最小になり、対応するグレー
スケール値ＧＨ及びＧＬが得られる。
【００５７】
　最後に、前記表示ユニット４に必要な青色サブ画素５３の各グレースケール値Ｂについ
て、前記の計算方式に基づいて、対応する一つのＢＨ及びＢＬの組み合わせを得るととも
に、前記液晶パネル青色サブ画素５３についての表示ルックアップテーブル（ＬＯＯＫ　
ＵＰ　ＴＡＢＬＥ、ＬＵＴ）を、新たに設定する。また、前記表示ユニット４に必要な緑
色サブ画素５２の各グレースケール値Ｇについて、前記の計算方式に基づいて、対応する
一つのＧＨ及びＧＬの組み合わせを得るとともに、前記液晶パネルの緑色サブ画素５２の
表示ルックアップテーブル（ＬＯＯＫ　ＵＰ　ＴＡＢＬＥ、ＬＵＴ）を、新たに設定する
。液晶パネルが駆動していて、画面を表示している時、表示ユニット４に必要な青色サブ
画素５３のグレースケール値Ｂの場合は、前記表示ルックアップテーブル内から、前記第
一画素ユニット５ａ内の青色サブ画素５３にグレースケール値ＢＨを提供するとともに、
前記第二画素ユニット５ｂ内の青色サブ画素５３にグレースケール値ＢＬを提供すること
が確定される。表示ユニット４に必要な緑色サブ画素５２のグレースケール値Ｇの場合は
、前記表示ルックアップテーブル内から第一画素ユニット５ａ内の緑色サブ画素５２にグ
レースケール値ＧＨを提供するとともに、前記第二画素ユニット５ｂ内の緑色サブ画素５
２にグレースケール値ＧＬを提供することが確定される。
【００５８】
　上記に記載の実施例による液晶パネル及びその駆動方法は、まず従来の液晶パネルを表
示ユニットに分割する。各表示ユニットは、二つの隣接する画素ユニットからなる。表示
ユニットに必要な青色サブ画素のグレースケール値Ｂについては、そのうちの一つの画素
ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＨを提供するとともに、もう一つの画素
ユニット内の青色サブ画素にグレースケール値ＢＬを提供する。また、表示ユニットに必
要な緑色サブ画素のグレースケール値Ｇについては、そのうちの一つの画素ユニット内の
緑色サブ画素にグレースケール値ＧＨを提供するとともに、もう一つの画素ユニット内の
緑色サブ画素にグレースケール値ＧＬを提供する。以上の方法によって、２Ｄ１Ｇパネル
の表示効果が得られ、側面または斜めから見た時に起こるカラーキャスト問題を抑えると
ともに、液晶パネルの開口率が小さくならず、液晶パネルの表示品質を保障することがで
きる。
【００５９】
　本発明の保護範囲は決して前記の具体的な実施方式に限られるものではなく、本領域の
技術者は、本発明に対して、本発明の精神と範囲を逸脱しない範囲において、各種の変更
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と修正ができる。したがって、本発明の変更と修正は、本発明の権利請求及びそれと同じ
ような技術の範囲内に属するとともに、本発明もそれら変更と修正のうちに含まれるもの
とする。
【符号の説明】
【００６０】
１　　表示領域
２　　ゲートドライバ
３　　ソースドライバ
４　　表示ユニット
５ａ　　　第一画素ユニット
５ｂ　第二画素ユニット
５１　赤色サブ画素
５２　緑色サブ画素
５３　青色サブ画素

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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